
明
治
一
四
年
二
月
五
二
歳
で
死
亡
。
上
野
谷
中
霊
園
に
葬
る
。
子

な
く
中
村
家
よ
り
俊
一
を
養
子
と
す
。
島
村
俊
一
は
京
都
府
立
医
大

五
代
校
長
、
精
神
科
教
授
で
京
都
府
立
医
大
の
再
建
、
大
学
昇
格
に

尽
く
す
。
大
正
一
二
年
六
三
歳
で
死
亡
、
鼎
甫
の
横
に
眠
る
。

以
上
は
鼎
甫
の
断
片
的
記
録
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
。
同
時
代
に
活

躍
し
た
他
の
人
々
に
比
し
知
ら
れ
る
所
が
少
な
い
が
短
命
で
あ
っ
た

こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
検
証
の
少
な
い
こ
と
に
も
よ
る
と
思
わ

れ
る
。

（
広
島
県
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）

こ
の
跡
の
訳
は
断
然
御
見
合
被
下
度
。
一

代
筆
如
此
御
座
候
」
（
福
沢
諭
吉
伝
）
紀

矢
野
二
郎
に
売
却
。
愛
た
ご
下
に
転
居
。

く
。
「
昨
年
以
来
主
人
も
大
病
に
て
実
は
健
忘
同
様
の
始
末
、
訳
書

出
来
候
と
も
出
板
の
見
込
も
無
之
、
当
惑
の
次
第
な
り
。
兎
に
角
に

こ
の
跡
の
訳
は
断
然
御
見
合
被
下
度
。
主
人
病
気
に
付
、
福
沢
諭
吉

代
筆
如
此
御
座
候
」
（
福
沢
諭
吉
伝
）
起
居
不
自
由
と
な
り
屋
敷
を

遠
州
、
丸
尾
復
明
館
、
丸
尾
興
堂
の
家
系
は
、
興
堂
の
三
代
前
の

丸
尾
兵
三
郎
を
祖
と
す
る
。
丸
尾
家
は
現
在
の
静
岡
県
城
東
郡
池
新

田
村
で
代
々
農
業
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
が
、
医
家
と
し
て
の
丸
尾

家
は
、
兵
三
郎
の
長
男
（
名
前
不
詳
）
が
農
業
を
嫌
い
、
弟
に
家
督

を
譲
っ
て
医
を
も
っ
て
業
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

兵
三
郎
の
長
男
（
初
代
）
に
は
家
督
を
継
ぐ
べ
き
長
子
が
居
ら

ず
、
新
宮
良
益
（
静
岡
浅
間
神
社
の
神
官
の
三
男
）
に
姪
を
要
ら
せ

て
養
子
と
し
て
丸
尾
家
を
継
が
せ
た
。
二
代
、
良
益
（
後
に
瞭
益
と

改
め
る
）
は
眼
科
医
と
し
て
大
い
に
名
を
あ
げ
、
藩
主
か
ら
「
復
明

館
」
の
三
字
を
賜
り
、
復
明
館
眼
科
を
名
乗
っ
て
隆
盛
を
極
め
、
後

窟
は
各
地
に
散
ら
ば
り
活
躍
し
た
。
以
後
、
そ
の
家
系
の
中
に
多
く

の
眼
科
医
、
並
び
に
諸
科
の
医
師
を
輩
出
し
た
。

眼
科
医
丸
尾
與
堂
の
家
系

丸
尾
馨
、
奥
沢
康
正
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丸
尾
興
堂
は
二
代
、
瞭
益
の
次
男
と
し
て
天
保
五
年
（
一
八
四

○
）
五
月
に
生
ま
れ
た
。
眼
科
を
志
し
て
、
尾
張
の
馬
島
明
眼
院
の

三
十
世
、
円
哉
法
印
（
？
’
一
八
六
四
）
に
十
年
間
教
え
を
受
け
、

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
郷
里
に
戻
り
眼
科
を
開
業
し
た
。
し
か

し
従
来
の
漢
方
医
学
に
飽
き
足
ら
ず
、
そ
の
後
、
横
浜
の
ア
メ
リ
カ

人
医
師
へ
ボ
ン
Ｑ
、
○
．
国
名
冒
冒
（
一
八
一
五
’
一
九
二
）
の

門
に
入
り
、
西
洋
医
学
の
教
え
を
受
け
た
。
以
後
、
漢
方
と
西
洋
医

学
の
長
所
を
と
っ
た
彼
の
施
療
は
評
判
と
な
り
、
門
前
市
を
な
す
盛

況
で
あ
っ
た
と
い
う
。

丸
尾
興
堂
の
幅
広
い
交
友
関
係
に
は
、
早
川
養
順
、
河
本
重
次
郎

（
一
八
五
九
’
一
九
三
八
）
ら
の
名
前
が
見
え
る
。
今
日
、
帝
京
大

学
眼
科
教
授
、
丸
尾
敏
夫
や
日
本
眼
科
医
会
会
長
、
長
屋
幸
郎
を
始

め
と
し
て
、
復
明
館
丸
尾
家
の
家
系
に
つ
な
が
る
人
々
は
全
国
で
大

い
に
活
躍
し
て
い
る
。

今
回
、
復
明
館
丸
尾
家
の
系
譜
か
ら
、
興
堂
以
前
の
医
師
三
名
、

興
堂
以
後
の
、
眼
科
医
二
四
名
、
内
科
医
を
始
め
、
外
科
、
小
児

科
、
皮
層
科
、
耳
鼻
科
、
歯
科
併
せ
て
一
八
名
の
計
四
四
名
に
つ
い

て
、
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
述
べ
る
。

（
京
都
府
京
都
市
）

大
規
模
な
環
境
汚
染
は
明
治
の
産
業
革
命
以
来
の
こ
と
で
、
一
八

九
六
（
明
治
二
九
）
年
、
製
薬
士
田
原
良
純
は
「
我
国
ノ
エ
業
衛
生

二
就
テ
」
と
い
う
論
文
で
、
東
京
王
子
の
印
刷
局
製
紙
場
と
陸
軍
省

硫
酸
製
造
所
の
間
の
川
の
汚
染
、
深
川
の
「
セ
メ
ン
ト
」
工
場
の
大

気
汚
染
、
足
尾
銅
山
、
別
子
銅
山
の
鉱
害
を
あ
げ
、
「
東
京
飛
鳥
山

ノ
櫻
將
二
枯
レ
ン
ト
欲
シ
」
と
書
い
て
い
る
。

鉱
毒
事
件
は
各
地
で
お
こ
っ
た
が
、
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
は
公
害
の

原
点
と
ま
で
い
わ
れ
て
悪
名
高
い
。

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
に
日
立
市
の
日
立
鉱
山
は
閉
山
し
た

が
、
日
立
鉱
山
の
創
業
者
は
後
に
は
政
治
家
に
も
な
る
久
原
房
之
助

（
一
八
六
九
’
一
九
六
五
）
で
、
一
九
○
五
（
明
治
三
八
）
年
、
赤

沢
銅
山
を
購
入
、
地
名
に
ち
な
ん
で
日
立
鉱
山
と
改
称
し
た
。
生
産

日
本
の
大
気
汚
染
の
歴
史

三
捕
豊
彦
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